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１．組織の概要

　　①事業者名及び代表者の氏名

事業者名 石川中央三菱自動車販売株式会社

代表者の氏名 代表取締役社長 宮本　文雄

　　②所在地

本社（登記上） 石川県金沢市長土塀２丁目１６－３０

本社（実態）・金沢南店・金沢南店サービス 石川県野々市市本町６丁目２１－１７

金沢北店・クリーンカー金沢北 石川県金沢市法光寺１７１番地

　　③事業の内容

三菱自動車の新車販売

中古車の販売

自動車の車検・点検・一般整備

純正部品及び関連用品の販売

損害保険代理業務

レンタカー事業

　　④事業の規模（２０２３年度）

創立年 昭和３７年７月 （創業５７年）

資本金 3,000万円

従業員数 ３１人

事業所床面積（ｍ
2
）

新車販売台数　；　１３２台 中古車販売台数　；　１５８台 車検・整備入庫台数　；４，４４４台

会計年度 ４月１日　～　翌年３月３１日

　　⑤環境管理責任者の氏名及び担当者の連絡先

環境管理責任者 代表取締役　社長 宮本　文雄

TEL； 076-248-6791 FAX； 076-248-6840

E-mail f-miyamoto@ishikawachuo.mitsubish-motor-sales.com

環境事務局 専務 執行役員 中富　敏夫

TEL； 076-257-9000 FAX； 076-257-9003

E-mail t-nakatomi@ishikawachuo.mitsubish-motor-sales.com

２．対象範囲

認証登録の範囲 組織　：　全組織

対象範囲　：　新車・中古車の販売及び整備、保険代理店、業務
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２０人 1１人

本社（登記上） 本社（実態）・金沢南店 金沢北店

1,493 548

mailto:f-miyamoto@ishikawachuo.mitsubish-motor-sales.com
mailto:t-nakatomi@ishikawachuo.mitsubish-motor-sales.com


３．環境経営方針

【企業理念】
　　　・私たちは、未来を先取して常に考える人となります。

　　　・私たちは、誠実さと強い責任感をもって行動します。

　　　・私たちは、会社の繁栄を通じて、地域社会に貢献します。

【環境経営方針】
　　　当社は、自動車の販売・整備等の事業活動を行う上で、環境への負荷を低減し

　　自然と共存できる社会を目指して、以下の活動を推進します。

　　　１．事業の効率化と環境負荷低減のため、以下の活動に取り組みます。

・温室効果ガス排出量の低減

　　（電力使用量、化石燃料の使用量低減）

・水資源使用量の低減

・廃棄物排出量の低減、リサイクルの推進

・環境に配慮した自動車の販売とサービスの提供

　　　２．環境関連法規制等を遵守します。

　　　３．地球環境保護に継続的に取組みます

　　　４．環境経営方針を全社員に周知します。

　　　５．環境経営レポートを作成し、全社員に周知するとともに、公表します。

　　　６．地域自治体、企業、住民の皆様とともに、地域の環境維持・整備に積極的に

　　　　　取り組みます。

制定日　：　2019年4月1日

改定日　：　2019年9月1日

改定日　：　2020年6月5日

石川中央三菱自動車販売株式会社

代表取締役社長　　　宮本　文雄

環　境　経　営　方　針

「地域と共存する企業」を目指して
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４．実施体制

エコアクション２１　実施体制

石川中央三菱自動車販売株式会社

2023年3月31日

社長
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環境管理責任者

(本部 １０名)

本社・金沢南店・金沢南店サービス 金沢北店・クリーンカー金沢北

細谷　浩文　　 (１０名) 二三島　兼好　　(１１名)

本社・金沢南店　社員 金沢北店・クリーンカー金沢北　社員

環境事務局

エコ推進会議

中富　敏夫

宮本　文雄

宮本　文雄



５．役割と権限

１．環境管理責任者の任命

２．環境経営方針の策定

３．環境経営システムの実施・管理に必要な資源の準備

４．代表者による全体の評価と見直し、指示

５．環境経営レポートの承認

１．環境経営システムの確立及び実施、維持

２．環境負荷、取組み状況の把握及び評価

３．環境経営目標、環境経営計画の策定

４．緊急事態対応手順の策定

５．取組み状況の確認と評価及び報告

６．問題点が発生した場合の是正処置等の指示

１．環境管理責任者の補佐

２．環境関連法規等のとりまとめ及び最新情報の収集

３．環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画の立案

４．緊急事態対応手順の立案

５．取組手順書の作成

６．各部門（店舗）の取組み状況のとりまとめ

７．教育・訓練計画の作成

８．文書・記録類の管理

９．環境経営レポートの作成・公表

　　拠店長 １．部門の環境経営システムの確立・実施の推進

　　（店長等） ２．部門の環境経営システムの策定

３．教育・訓練の実施

４．外部からの苦情への対応及び環境管理責任者への報告

５．緊急事態対応訓練の実施

６．部門の取組み状況の評価及び環境管理責任者への報告

７．問題点が発生した場合の是正処置等の実施

８．環境経営方針の理解と積極的な取組み

　　全従業員 １．部門の環境経営目標への積極的な取組み

２．問題点・改善点の積極的報告・提案

役　　割 担　当　者 　責　任　と　権　限

代表者

社長

宮本　文雄

各拠店

全従業員
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環境管理責任者

社長

宮本　文雄

環境事務局

専務執行役員

中富　敏夫

社長

宮本　文雄



６．環境経営目標　(22年度－24年度)
【単年度及び中期目標】

販売＋整備台数（※１）

二酸化炭素排出量

電力使用量

ガソリン使用量

軽油使用量

産業廃棄物排出量

リサイクル率

一般廃棄物排出量

水使用量

エコカー販売割合(※2)

備考 ※１ 新車販売台数、中古車販売台数、車検台数、点検台数の合計

① ２０２１年度実績対比、販売+整備台数は毎年1％増加するとする。

② ２０２１年度実績対比、二酸化炭素排出量は一台あたり毎年１％削減する

③ ２０２１年度実績対比、電力使用量、ガソリン使用量、軽油使用量は一台あたり毎年１％削減する

④ ２０２１年度実績対比、産業廃棄物排出量は一台あたり毎年１％削減することとし、リサイクル率49％

以上を維持する。

⑤ ２０２１年度実績対比、一般廃棄物排出量は一台あたり毎年１％削減する。

⑥ ２０２１年度実績対比、水使用量は一台あたり毎年1%削減する。

⑦ 購買電力の二酸化炭素排出係数は、北陸電力の0.574kg-CO2/kWhを使用。

⑧ 塗料等は外注対応しているため、化学物質は使用していない。

⑨ 水使用量は、南店は地主が一括支払いし当社把握していないため、北店分のみ記載。

※２ エコカー販売割合とは、新車販売台数に占めるEV及びPHEVの台数割合。

２０２１年度実績対比、毎年1%増とする。

- ５ -

17.7%

㎥ 733 733 733 733

㎥/台 0.152 0.151 0.149 0.148

％ 14.7% 15.7% 16.7%

ｋｇ 5,700 5,699 5,699 5,698

ｋｇ/台 1.18 1.17 1.16 1.15

ｋｇ/台 2.43 2.41 2.38 2.36

％ 98.5 98.5 98.6 98.7

ℓ/台 0.58 0.57 0.57 0.56

ｋｇ 11,700 11,699 11,698 11,696

ℓ/台 1.2 1.2 1.1 1.1

ℓ 2,779 2,778 2,778 2,778

kWh/台 40.0 39.6 39.2 38.8

ℓ 5,645 5,645 5,644 5,643

ｋｇ-CO2/台 28.1 27.8 27.5 27.3

kWh 192,353 192,334 192,315 192,295

台 4,812 4,860 4,909 4,958

ｋｇ-CO2 135,236 135,222 135,209 135,195

単位
基準年 目　　　　　　標

２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度



７．環境経営計画の実施状況と評価

担当

空調温度の管理 〇 全員

不要照明の消灯（事務所、工場） 〇 全員

エアコンフィルターの清掃（月１回） 〇 全員

退社時OA機器の主電源OFF 〇 全員

クールビズ、ウオームビズの導入 〇 営業担当

ショールームのブラインドの適切な開閉 〇 営業担当

広告塔のタイマー設定時間の徹底 〇 管理担当

アイドリングストップの徹底 〇 営業担当

社有車・代車の空気圧点検 〇 サービス担当

社有車・営業車・積載車のエコドライブ 〇 営業担当

廃棄物の分別の徹底 〇 サービス担当

マニフェストの管理 〇 サービス担当

廃タイヤ、廃バッテリーの適正回収 〇 サービス担当

一般廃棄物排出量の削減 廃棄物の分別の徹底 〇 管理担当

紙ゴミリサイクルの徹底 〇 管理担当

両面コピー、コピー用紙枚数管理 〇 管理担当

i-Pad及びＥメール活用による紙使用量の削減 〇 営業担当

コピー機の効率的利用によりかみ使用量を削減する 〇 管理担当

空き缶・ペットボトルのリサイクルの徹底 〇 全員

洗車時の使用水量の削減 〇 サービス担当

蛇口に節水の表示をする。 〇 サービス担当

お客様の希望を先取りしたエコカーの提案 〇 営業担当

エコカーに関する知識・情報の取得と提供及び共有化 〇 営業担当

お客様へエコ整備の提案 〇 サービス担当

エコ整備に関する知識・情報の取得と提供及び共有化 △ サービス担当

工場・構内の清掃・整理整頓 〇 全員

店内・店周囲の清掃 △ 全員

地域清掃活動への積極的参加 △ 管理担当

評価：　×ほとんど取り組まず　　△　あまり取り組まなかった　　〇　取組んだ

項　　　　目 活　　　動　　　内　　　容 評価

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

電力使用量の削減

ガソリン・軽油使用量の
削減

- ６ -

産業廃棄物排出量の削減

水使用量の削減

エコカー販売割合の向上

エコ整備の推進

店舗及び周辺環境の
維持・改善

ボランティア活動



８．環境経営目標の実績

対象期間　：　2022年4月～2025年3月

販売＋整備台数（※１）

二酸化炭素排出量

電力使用量

ガソリン使用量

軽油使用量

産業廃棄物排出量

リサイクル率

一般廃棄物排出量

水使用量

エコカー販売割合

備考 ※１； 新車販売台数、中古車販売台数、車検台数、点検台数の合計

※2； 購入電力の二酸化炭素係数は、北陸電力の0.574kg-CO2/kWhを使用しました。

取組み結果の評価

・　二酸化炭素排出量

新車の販売台数が2割増加し販売車両や試乗車の燃料負担が増加。また、社有車の店舗間運搬の増加等により

排出量は前期比3%増加し目標比3%超過しました。

車両販売状況や車両調達状況に注視しつつ管理してまいります。

・　産業廃棄物排出量

　　　入庫時の商品提案を強化した結果、入庫横這いも台当り粗利15%増加し交換部品増加。交換機会起点の車検入庫は増加。

　　　また、コロナ禍以降、重量の大きいSUV車の販売が4割増加し、タイヤや交換部品の排出が増加。

　　　目標比・計画比ともに45%上回った。販売車種や入庫収益動向を注視の上管理してまいります。

・　リサイクル率

　　　2021年度同様、産業廃棄物処理につき、再資源化されている内容を再評価した結果、目標を大きく上回りました。

・　水使用量

　　　2022年度は節水に努め前期比25%・目標比25%下回り、目標を達成しました。

・　エコカー販売割合

　　　2022年度は、新車販売台数132台のうちPHEV・EV車は60台。エコカー販売割合は45.5%と激増し、目標を達成しました。

　　　新型軽EVの販売開始に加え、前期以前に発売のPHEV登録車も重層的に販売できたため台数増加となりました。

・　台当り換算計数

　　　販売入庫台数は目標を3%下回ったが、排出量への影響の大きい新車販売台数や車検入庫台数が増加したため、

　　　台当りの換算計数は総じて目標値を超過。二酸化炭素排出が6%、産廃排出が45%、目標値超過の結果となりました。

- ７ -

単位

0.00

0.00

#DIV/0!

0.00

#DIV/0!

0.00

0.00

#DIV/0!

0.00

#DIV/0!

0.00

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

実績/目標

733

0.149

16.7%

5,644

1.1

2,778

0.57

11,698

2.38

２０２３年度

目標

4,909

135,209

27.5

192,315

39.2

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

対象期間

実績

#DIV/0!

#DIV/0!

％ 14.7% 15.7% 45.5% 2.90 17.7%

0.00

㎥/台 0.152 0.151 0.116 0.77 0.148 #DIV/0! #DIV/0!

㎥ 733 733 549 0.75 733

0.00

ｋｇ/台 1.18 1.17 1.20 1.03 1.16 #DIV/0! #DIV/0!

ｋｇ 5,700 5,699 5,700 1.00 5,698 0.005,699

1.17

％ 98.5% 98.5% 98.9% 1.00 98.7 0.00

ｋｇ/台 2.43 2.41 3.57 1.48 2.36 #DIV/0!

98.6%

#DIV/0!

ｋｇ 11,700 11,699 16,910 1.45 11,696 0.00

ℓ/台 0.58 0.57 0.68 1.20 0.56 #DIV/0!#DIV/0!

ℓ 2,779 2,778 3,241 1.17 2,778 0.00

ℓ/台 1.2 1.2 1.1 0.99 1.1 #DIV/0!#DIV/0!

ℓ 5,645 5,645 5,427 0.96 5,643 0.00

kWh/台 40.0 39.6 42.1 1.06 38.8#DIV/0! #DIV/0!

kWh 192,353 192,334 199,108 1.04 192,295 0.00

ｋｇ-CO2/台 28.1 27.8 29.5 1.06 27.3 #DIV/0!#DIV/0!

0.00

ｋｇ-CO2 135,236 135,222 139,491 1.03 135,195 0.00

台 4,812 4,860 4,734 0.97 4,958 0.00

0.00

0.00

実績／目標
２０２１年度 目標 実績 目標 実績

基準年 ２０２２年度 対象期間
実績／目標

２０２４年度 対象期間



９-1　次年度の取組み

担当

・空調温度の管理 全員

・事務所不要照明の消灯 全員

・エアコンフィルターの毎月一回清掃 全員

・退社時OA機器を主電源から切る 全員

・クールビズ、ウォームビズの継続導入 営業担当

・構内でのアイドリングストップ 営業担当

・代車の空気圧点検 サービス担当

・積載車エコドライブ可視化 営業担当

・代車、営業車、社有車の燃料公開管理 管理担当

・洗濯機の使用方法の改善 サービス担当

・サービス工場の清掃改善 サービス担当

・廃棄物分別管理の徹底 全員

・紙ごみリサイクル推進 全員

・ペパーレス化の推進 全員

・月に一度店舗の周りの美化活動に取り組む 全員

・お客様のニーズに合ったエコカーの提案 営業担当

・次世代エコカーに関する知識勉強 サービス担当

・エコ整備の提案 サービス担当

・定例会議での数字のフォロー、話し合い 管理担当

9-2　取組結果の評価の補足説明

【二酸化炭素排出量】

　(種類別の特記事項)

・　電力は目標比3%超過。6月・9月の気温上昇や12月の豪雪・寒波に対して、

　　常時換気やマスク着用等のコロナ感染予防対策を講じた結果、排出量が増加。

・　軽油は目標比17%超過。ディーゼルの販売増加に加え、車両調達難の状況下、

　　積載車の店舗間運搬が増加し排出量が増加。

【産業廃棄物排出量】

・　全社では、目標比・計画比145%で未達。拠点別の前期比は、南店166%、北店120%。

・　部品交換の起点となる車検入庫台数の前期比は、南店106%、北店102%、全社104%。

・　新車販売台数の前期比は、南店118%、北店105%、全社108%。

・　台当り修理粗利の前期比は、南店120%、北店108%、全社115%。

・　新車販売のうちSUV比率は、2021年度48%に対し2022年度56%と8ポイント増加。

　　　- ８ -

項目 活動内容

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

電力使用量の削減

ガソリン・軽油の削減

水使用量の削減

廃棄物の排出量削減

周辺環境の維持、改善

環境に配慮した

サービスの提供

内部コミニュケーション



↓○△×

No. 分類 法令名称 要求事項 遵守状況 確認日 担当者

下水道法
・特定施設からから下水を公共下水道へ排出する場合は、公共
　下水道管理者への届出。

○ 4月10日 中富

浄化槽法
・浄化槽を設置する場合は、浄化槽の設置届を都道府県知事へ届出
・浄化槽の機能を維持するために、定期的に点検・管理する。

○ 4月10日 中富

2 騒音 騒音規制法
・指定地域内において特定施設（工場用コンプレッサー）を設置している
　場合は、市町村長への届出（定格出力７．５ｋｗ以上）。

○ 4月10日 中富

3 振動 振動規制法
・指定地域内において特定施設（工場用コンプレッサー）を設置している
　場合は、市町村長への届出（定格出力７．５ｋｗ以上）。

○ 4月10日 中富

・産業廃棄物の運搬又は処分を委託する場合には、　都道府県知事
　の許可を受けた産業廃棄物収集運搬業者、産業廃棄物処分業者に委託
　する（契約書を交わすこと、マニフェストを交付すること）。
・産業廃棄物は以下の事項に留意し保管する。
　　・産業廃棄物が飛散、流出、地下浸透しないようにする。
　　　悪臭が発生を防止する。
　　・ねずみ、蚊、はえなどの害虫が発生しないようにする。
　　・マニフェストを期限までに回収する（５年間保存すること）。

○ 4月10日 中富

・保管基準の遵守（表示等） ○ 4月10日 中富

使用済自動車の再
資源化等に関する
法律

・引取業者は、都道府県への登録。登録は、５年ごとに更新。
・引取業者は、事業所ごとに、標識を掲げなければならない。
・フロン類回収業者は、都道府県への登録。登録は、５年ごとに更新。

○ 4月10日 中富

8

第一種特定製品の廃棄時
　・充填回収業者へ直接フロン類を引き渡す場合
　　回収依頼書の発行、引取証明書、再生証明書、破壊証明書の保管）
　・第一種フロン類引渡し受託者に引き渡す場合
　　委託確認書の交付、再生証明書、破壊証明書の保管

○ 4月10日
細谷

二三島

第一種特定製品（業務用エアコン）
管理者は３ヶ月に１回以上簡易点検を実施
管理者は１年に１回以上定期点検」（7.5ｋW以上　５０ｋW未満）
管理者は算定漏えい量の報告（事業者として1000ｔ-CO2以上）

○ 4月10日
細谷

二三島

9 消防 消防法
指定数量の1/5以上の危険物（第４類）を保管する場合は消防署長
へ届出。火災報知器の設置

〇 4月10日
細谷

二三島

上記２．３について、南店・本社および北店ともに規制地域内（3.75kw以上の届出必要)なるも、設置施設は3.75KW未満であるため届出不要。

環境関連法規等の一覧表及びそれらの遵守状況を確認した結果、環境関連法規制の違反等は

ありませんでした。

なお関係当局より違反、訴訟等の指摘は一度もありませんでした。

１２．代表者による全体評価と見直し、指示の結果

環境経営システムを導入することで、会社全体の環境負荷値が把握が進んだ。

しかしながら、収益性向上に伴い、販売・入庫内容の推移に応じた更なる内容

把握やコロナ禍等の特殊要因に合わせた管理が必要となってきている。

今後とも管理継続していくことで、社員の環境意識の向上させ、コスト削減や

生産性向上に繋げていきたい。

また、エコカーイベント等を企画し、顧客への環境意識の説明充実も図りたい。

令和5年5月19日

代表取締役　宮本　文雄

- ９ -

１１．違反、訴訟の有無

１０．環境関連法規制の遵守状況

水質

6
廃棄物・
リサイクル

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律

大気
温暖化

フロン排出抑制法



承認 確認 作　成

出席者

見直し実施日

確　認 確　認

環境方針 〇 環境への負荷の自己チェック 〇

環境目標 〇 環境への取組の自己チェック 〇

環境活動計画 〇 環境関連法規等の遵守状況のチェック実施状況 〇

環境関連法規のまとめ 〇 外部からの苦情・情報の記録 ○

実施体制 〇 環境上の緊急事態の訓練結果 〇

緊急事態対応手順書 〇 環境目標の達成状況及び環境活動計画の実施状況、その結果 〇

環境活動レポート 〇 不適合是正・予防報告書 〇

システムが有効に運用されているか 適 不適

取組が適切におこなわれているか（要求事項を満足しているか） 適 不適

環境経営方針 あり なし 実施体制 あり なし

環境経営目標 あり なし その他 あり なし

環境経営活動計画 あり なし あり なし

環境経営システムを導入することで、会社全体の環境負荷値が把握が進んだ。

しかしながら、収益性向上に伴い、販売・入庫内容の推移に応じた更なる内容

把握やコロナ禍等の特殊要因に合わせた管理が必要となってきている。

今後とも管理継続していくことで、社員の環境意識の向上させ、コスト削減や

生産性向上に繋げていきたい。

また、エコカーイベント等を企画し、顧客への環境意識の説明充実も図りたい。

 -１０-

取　組　状　況　全　体　の　評　価

代表者による評価・見直しの記録

宮本、中富、細谷、二三島

令和5年4月18日

見　　直　　し　　の　　必　　要　　性

見　　直　　し　　の　　具　　体　　的　　内　　容

見　直　し　に　際　し　て　確　認　・　評　価　し　た　資　料

文　　書　　類 記　　録　　類


